
医学研究実施のお知らせ 

 

当院倫理委員会の審査を受け，以下の研究を実施しております．研究の対象となる方（また

は代理の方）で，この研究計画について詳しくお知りになりたい場合，この研究に情報を利

用することをご了解できない場合は，《問い合わせ先》へご照会ください． 

 

《研究題名》フレイル合併高齢回復期脳梗塞患者における理学療法単位数の差異が退院 6 ヶ

月後の帰結に与える影響 

 

《研究の概要》 

●研究の目的 

近年，脳卒中の再発予防の一つとして身体活動が注目を浴びており，先行研究では軽症の

急性期脳梗塞患者さんにおいて、再発予防には身体活動が重要であると報告されています．

一方，身体的脆弱性の概念の一つとして身体的フレイルが提唱され，老年期に生理的予備能

が低下することでストレスに対する脆弱性が亢進し，それにより不健康を起こしやすい状

態と定義され，日常生活活動の低下や入院，死亡のリスクを増大させる要因となると報告さ

れています．しかし，回復期リハビリテーション病棟でのリハビリテーション量や運動療法

の内容に関する報告は少ない状況です．本研究は病前フレイルを呈した高齢脳梗塞患者さ

んにおいて，回復期リハビリテーション病棟入棟中に実施した理学療法一日当たりの単位

数の差異が退院 6 ヶ月後の再入院に与える影響とその要因を明らかにします． 

●対象となる方 

2020 年 6 月～2024 年 5 月までに当院回復期病棟に入棟した 65 歳以上の病前フレイルを合

併した脳梗塞の患者さんです． 

●研究に利用する情報 

年齢，性別，主病名，併存疾患，入院前フレイル状態，回復期リハビリテーション病棟の入

院時と退院時の骨格指数と四肢骨格筋指数,運動麻痺,バランス機能, 日常生活動作, 入院中

の再発予防に関する教育の実施状況，退院 6 ヶ月以内での再入院の状況を調査します． 

●他の機関への情報の提供 

本研究には該当しません． 

 

《問い合わせ先》 

足利赤十字病院 リハビリテーション技術部 

研究代表者：北岡 清吾（きたおか せいご） 馬場 尊（ばば みこと） 

電話：0284-21-0121 

研究成果は学会や論文として発表予定ですが，個人が特定される情報は利用しません． 


